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台湾における社会権保障の現状と問題点

北法63（5・3）1303

　
　
　

企
画
者
は
し
が
き

鄭　
　
　

明　

政

　

以
下
に
掲
載
す
る
の
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
に
北
海
道
大
学
公
法
研
究
会
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
台
湾
に

お
け
る
社
会
権
保
障
の
現
状
と
問
題
点
」
の
報
告
お
よ
び
質
疑
・
討
論
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
司
法
に
よ
る
生
存
権

の
保
障
及
び
権
利
の
促
進
の
可
能
性
─
─
日
米
台
の
整
合
的
研
究
」（
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
台
湾
、
日
本
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
研
究
は
、
と
り
わ
け
生
存
権
に
つ
い
て
、
司
法
に
よ
る
実
効
的
な
権
利
救
済
を
確
立
す
べ
き
と
の
見
地
か
ら
、
生
存
権
の
規
範
性
や
そ
の

内
容
を
よ
り
明
確
に
し
、
立
法
府
の
判
断
の
尊
重
と
い
っ
た
民
主
的
正
統
性
の
問
題
を
克
服
し
つ
つ
生
存
権
の
実
効
的
救
済
を
可
能
に
す
る

司
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

企
画
者
が
二
〇
〇
二
年
に
修
士
課
程
に
進
学
し
た
頃
は
、
新
自
由
主
義
の
興
隆
も
あ
っ
て
、
台
湾
お
よ
び
日
本
の
政
治
の
局
面
に
お
い
て

は
、
台
湾
の
陳
水
扁
総
統
の
「
経
済
発
展
優
先
路
線
〔
優
先
經
濟
發
展
、
社
褔
暫
緩
〕」
お
よ
び
日
本
の
小
泉
内
閣
の
「
構
造
改
革
路
線
」

が
掲
げ
ら
れ
、
社
会
保
障
給
付
が
抑
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
学
説
に
お
い
て
も
自
己
決
定
や
自
己
責
任
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
も
て
は
や
さ
れ
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て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
も
と
で
、
台
湾
憲
法
一
五
条
及
び
日
本
国
憲
法
二
五
条
の
生
存
権
条
項
の
権
利
性
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
り
、
生

存
権
研
究
も
「
斜
陽
産
業
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
企
画
者
は
、「
権
利
あ
る
と
こ
ろ
に
救
済
あ
り
」
と
い
う
も
っ
と
も
基
本

的
な
法
原
理
を
重
視
し
て
お
り
、
抽
象
的
で
曖
昧
な
生
存
権
の
捉
え
方
に
疑
問
を
抱
き
続
け
て
い
る
。
経
済
的
不
況
と
い
っ
た
社
会
的
「
事

実
」
と
、
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
生
存
権
と
い
う
「
規
範
」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
社
会
的
・
経
済
的
弱
者
の
救
済
に
ど
の
よ

う
に
対
処
す
べ
き
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
企
画
者
は
、
社
会
権
に
関
す
る
憲
法
訴
訟
に
つ
い
て
研
究
し
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
招
き
し
た
報
告
者
は
、
企
画
者
と
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
し
、
社
会
権
を
中
心
に
、
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る

実
態
や
諸
理
論
に
詳
し
い
憲
法
学
者
で
あ
る
。

　

許
慶
雄
氏
（
台
湾
・
淡
江
大
学
教
授
）
か
ら
は
、
現
在
の
台
湾
に
お
け
る
社
会
権
保
障
の
実
態
と
顕
在
化
し
て
い
る
問
題
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
他
、
日
本
の
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
民
主
的
正
統
性
を
よ
り
確
保
す
べ
き
と
の
見
地
か
ら
、
解
散
制
度
の
運
用

に
お
け
る
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

黄
舒
芃
氏
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
副
研
究
員
）
か
ら
は
、
自
由
権
を
制
約
す
る
法
律
と
財
産
権
を
制
約
す
る
法
律
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
た

台
湾
の
司
法
院
の
大
法
官
解
釈
に
お
け
る
立
法
裁
量
論
を
比
較
し
つ
つ
、
社
会
保
障
立
法
に
対
す
る
大
法
官
会
議
の
姿
勢
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

周
宗
憲
氏
（
台
湾
・
国
立
勤
益
科
技
大
学
助
理
教
授
）
は
、
台
湾
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
生
存
権
に
つ
い
て
、
台
湾
で
初
め
て
具
体
的

権
利
で
あ
る
と
説
い
た
研
究
者
で
あ
る
。
同
氏
か
ら
は
、
台
湾
の
社
会
救
助
法
や
全
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
憲
法
の
視
点
か
ら
そ
の

運
用
に
お
け
る
問
題
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
岩
本
一
郎
氏
（
北
星
学
園
大
学
教
授
）
か
ら
は
、
以
上
三
氏
の
報
告
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
同
氏
に
は
、
ロ
ー
ル

ズ
の
「
憲
法
的
正
義
」
と
い
う
概
念
を
と
お
し
て
、
台
湾
の
生
存
権
理
論
と
日
本
の
生
存
権
理
論
を
架
橋
し
て
い
た
だ
い
た
。
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本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
お
よ
び
質
疑
応
答
の
内
容
が
、
日
本
と
台
湾
の
生
存
権
を
軸
と
し
た
社
会
権
に
関
す
る
研
究
の
更
な
る

発
展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
中
村
睦
男
先
生
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）、
常
本
照
樹
先
生
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
教
授
）
か
ら
様
々
な
助
言
と
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
通
訳
と
し
て
、
宋
峻
杰
氏
（
北
海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
研
究
員
）、
楊
廸
耕
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
）
に
、
校
正
で
は
、
落
合
研
一
氏
（
北
海
道
大
学
ア

ン
ヌ
・
先
住
民
セ
ン
タ
ー
助
教
）、
児
玉
弘
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
）、
橋
場
典
子
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
博
士
課
程
）
に
、そ
の
他
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
運
営
で
は
黄
浄
愉
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
）、陳
怡
君
氏
（
北

海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
特
別
聴
講
生
＝
台
湾
・
淡
江
大
学
交
換
留
学
生
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
財
団
法
人
社
会
科
学
国
際
交
流
江
草
基
金
会
お
よ
び
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支

援
・
課
題
番
号：

二
三
八
三
〇
〇
〇
二
）
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
。


